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自由執筆

ハメル漂流三百五十年

新井宏

韓国で、ドイツとかギリシャとか言ってもまったく通用しない。それぞれをトギル、クリスと言う。どうしてトギルがドイツなのか。それはドイッチェを漢字で書くと独逸となり、これを韓国式の漢字音で読むとトギルとなるからである。因みに日本を韓国式の漢字音で読むとイルボンである。

そのように国名の読み方の異なる国にオランダがある。韓国では英語式にホーランドというのでオランダといってもまったく通じない。

ところで韓国人にとって近年オランダという国は特殊な国になった。それはもちろんワールドカップを通じてである。

オランダ人フース・ヒディンク監督はいまや名誉韓国人であり、やや排他的な気風の残る韓国にあっても国民的な英雄である。したがって韓国のオランダに対する好感度は格別である。

その韓国にとって実はオランダは歴史的にも非常にゆかりある国であった。それは一六五三年オランタダ人ヘンドリック・ハメルが済州島に漂着して十三年の抑留生活をおくった後に小船で日本に脱出し、『朝鮮幽囚記』を書いて朝鮮を始めてヨーロッパ世界に紹介したからである。昨年がちょうどその三百五十年にあたり、新聞等でもおおきく紹介された。

その際に話題になったのは、どうして朝鮮がハメルを活用し得なかったのかという指摘である。

時代はすこしさかのぼるが、同じくオランダ船リーフデ号で漂着したウィリアム・アダムスやヤン・ヨースティンを厚遇し活用した日本。そしてその後の厳しい鎖国の中にあっても、オランダとの交易だけは必死に維持しつづけ、やがて蘭学を起こして、明治維新の際に、西欧を半周遅れで追いかけ、遂には追いつき追い越した日本との比較から生まれた議論である。

済州島に漂着したデ・スペルウォール号には六十四名の乗組員が乗っていたが、座礁して半数を失い三十六名が囚われの身となった。その中にあって、ハメルは東インド会社の書記という地位にあり、最上級者で天文学、医術、銃、大砲にも素養があった。

十三年間の抑留生活は、時には理解ある牧使や判官に恵まれたものの概して悲惨なものであった。

ハメルは他の七名の仲間と共に一六六六年九月、小船で五島列島を経て長崎に脱出する。そして二年後に東インド会社に提出した報告書『朝鮮幽囚記』が西欧にもたらされた朝鮮に関する最初の紹介となる。

その頃、朝鮮は満州族の建てた清に屈服して完全な鎖国体制にあった。そんな中にあってハメル達との出会いは、唯一西洋文化を受け容れることのできる絶好な機会であったはずだ。

おなじ鎖国とは言ってもオランダを通じて、西欧文化を常にモニターリングし、幕末期にはオランダ語を解する者が三千人もいた日本と、開国時に西欧語を解する者が皆無で、条約文さえ漢語を経由して締結せざるを得なかった朝鮮。

おなじオランダ船の漂着者でも、それを厚遇した日本と冷遇した朝鮮。

結局は、その偶然の差が東アジア各国の近代化の差となったとすれば、歴史は面白い。






